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Abstract 
  Usage  and qual i ty  of  wate r  fo r  l iv ing  were  inves t iga ted  in  Tashkent  and  3    
sou th -eas t e rn  c i t i e s  i n  Uzbek i s t an  and 2 nor th -wes te rn  c i t i e s  i n  Ta j ik i s t an ,  a  
neighboring country of Uzbekistan. Waterworks were created in urban areas of the 
region and piped water had high concentration of SO4
-2, NO3
- and Ca+2.  This indicates  
that raw water (surface water or groundwater) had been supplied without purification.  
Groundwater of flatlands in Shahrisabz and Termiz, Uzbekistan showed total hardness  
of 300-650mg/L and contained many ions when compared with mountain spring water of  
Ainy, Tajikistan. PO4
-3  and NH4
+  detected in a majority of samples might suggest  
water resource contamination with fertilizer and excreta. 
 






































































システムを多く建設しており、1992 年での普及率は都市部で 95％、地方で 51％であった。
















































































全ての試料中の 2 価および 3 価の鉄イオンは測定範囲(0.05mg/L)以下であった。また、
COD の値は 2mg/L以下で、有機物はほとんど含有していない。シルダリヤおよびアムダリ




を超えている 3〕。No.1 はタシケントのホテル、No.21 は市内チャイハナ（ローカルレスト
ラン）の水道水である。EC、イオン含有量ともに低く、総硬度は 90mg/L 以下で、水道水









は 148mg/L、Na+は 110mg/L と高く、総硬度は 850mg/L であった。No.3 は市内中心部にあ
るバザール前のモスクに設置された水道の水、No.4 はホテル洗面水である。それぞれ EC
が 141 と 144ms/m、Cl-が 83.1 と 83.6mg/L、Na+が 79 と 71mg/L、総硬度が 630 と 570mg/L
であった。３つの試料とも SO4
-2 は 245.4mg/L以上、NO3







はホテル洗面水であり、EC が 89.4ms/m、Cl-は 27.6mg/L、Na+は 46mg/L、Ca+2 は 68.5mg/L
であった。No.19 はレストランの手洗い用の水であり、EC が 152ms/m、Cl-は 59.7mg/L、





















の農民がよく休憩している。No.5 は分岐の 5km ほど峠寄りの、No.6 は 7-8km 西の湧水で
あり、調理や洗い物に使う他、ここを通る人々もそのまま飲用している。いずれも、硬度
が低く、イオン含有量も少ないが、No.5 は PO4
-3 が 0.17mg/L、 No.6 は NH4
+が 0.77mg/L、
NO2






花や果樹の栽培と養蚕が盛んである 2〕。No.7 はペンジケント郊外のレストラン、No.8 は市
内のホテル洗面水である。No.8 の SO4
-2 が 33.5mg/L、硬度が 105mg/L であるのに比べ、No.7
は SO4
-2 が 83.5mg/L、硬度が 180mg/L で、PO4




-2 は 69.5〜104.6mg/L であるが、Na+や Cl-の含有量は低い。ほとんどの試料は Ca+2 が
55.0〜88.4mg/L である。No.13 は Ca+2濃度が 31.7mg/L と低いが、Na+が 40mg/L であった。 
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